
表紙写真　
　　夕陽に聳える高等部PS講堂

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより

幼稚園より

卒園礼拝（年長児）

（教諭　蓮見 洋美）

初等部より

（宗教主任　小澤 淳一）

中等部より

（宗教主任　西田 恵一郎）

説教　シュー土戸  ポール（学院宗教部長）

3/12
終業礼拝

3/13
卒園式

4/10
入園式

始業礼拝

3/ 9

3/ 9

卒業礼拝（６年生のみ）
9：10～9：40
初等部米山記念礼拝堂

説教　小澤 淳一（初等部宗教主任）

3/16 8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

6年生を送る礼拝

奨励　戸井田 直人（初等部教諭）

訪問先：フィリピン
（ルソン島、ネグロス島、パナイ島、ギマラス島）
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8：25～8：50
初等部米山記念礼拝堂

11：00～12：00
青山学院講堂

4/10
イースター礼拝

5/13
お母さんへの感謝の集い

講師　関根　義夫
　　　（元晴和病院院長、精神科医）

講師　杉田 紀久子
　　　（幼きイエス会シスター）

4/  7 校内清掃奉仕活動

ＣＦ（クリスチャン・フェローシップ）
活動

4/  8
春の教職員修養会

4/24
イースター礼拝

5/15 10:20～12:00
青山学院講堂

母の日・家族への感謝の日礼拝

3/12
卒業礼拝

13：30～15：00

9：20～10：30
青山学院講堂

3/24　 30
フィリピン訪問プログラム

4/13　
新入生オリエンテーションキャンプ
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シリーズ ・ 私の教会

日本福音自由教会協議会

立川福音自由教会
神田 信輔
高等部教諭

　国営昭和記念公園の所在地で
知られているJR中央線は立川。さら
に某有名マンガ『聖☆おにいさん』
の舞台でもあるシネマ通りに位置す
るのが、私の母教会である立川福音
自由教会です。「立川チャペル」の
愛称で親しまれ、アットホームな雰囲
気が特徴です。
　「キリストの愛にやすらぎ、いやさ
れ、成長する」というテーマのもと、神
様の計り知れない愛のご計画をこの
身にたっぷりと受けて、そうして初め
て神の国の大使として個々の職場
や家庭に遣わされていく。天の御国
は、今この時から始まっているのだ、
ということを信じつつ行動していく共
同体です。写真の礼拝堂正面のス
テンドグラスは、「新しい天と新しい
地」を表現したものです。それは天と
地がひとつになり、神の平和がこの
世界に完成することをイメージしたも
ので、私たちはその神の平和をこの
地に広げるように召されていることを
覚えるものです。
　毎日曜日、朝、夕、二回の礼拝があ
ります。朝の部は、伝統的な讃美歌
を中心に家族連れが多く、夕方の部
はより現代的なワーシップソングが歌
われています。私が高校生の頃はと
にかく一日中ダラダラと入り浸り、友と
語るなり楽器を弾くなりしたものです。
　教会の発足以来、2013年までの

24年間はプレハブのような建物を借
りていました。その期間を「まるでイス
ラエルの民が荒野でさまよった40年
のよう」と表現する方もいます。しかし
ついに約束の教会堂が与えられ、新
たな歩みを始めました。集う一人一
人が小さなキリストとして互いに仕え
合い、その交わりを通して神様の愛
が現されるようにと願っています。
　牧師である高橋秀典先生は、以
前は証券会社の海外の支店で働い
ておられたこともあり、斬新な切り口と
深い理解をもってその任にあたって
下さいます。新約聖書は、旧約聖書
の成就であるということを念頭に、適
切な旧約理解と新約へのスムーズな
接続を肌で感じることができます。ま
た、常に祈りをもって支えて下さる、そ
んな温かい先生です。
　都会の慌ただしいペースに身を任
せ、気が付けばその波に飲み込まれ
そうになる毎日。しかし敢えてあらゆ
る生産活動から一旦手を休め、教会
へと足を運んでみる。そこには、比較
や成果主義を超えた祝福の源が、き
っと私たちを迎えてくれることでしょう。
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　ウェスレー・ホール・ニュース第117号をお届けいたします。お忙し
い中、玉稿をお寄せくださった執筆者の皆様に心より感謝申し上
げます。それぞれの文章が我らの主イエス・キリストに対する揺るぎ
ない信仰によって裏打ちされていて、校正者のひとりとして心洗わ
れる思いが致しました。まもなくイースターを迎えます。復活の主が
青山学院を永久に祝福してくださることを祈ります。

シリーズ地の塩、世の光 各界 で活躍するクリスチャン

Tachikawa Evangelical Free Church

会津放射能情報センター代表

執筆者 ： 前列中央

片岡 輝美

コリントの信徒への手紙　二　第4章18節

見えないものに目を注ぐ
4: 18 Corinthians II

　「お母さん、泣けてきちゃうよ。雪は積み上げて脇に寄
せれば、人も車も安全に通ることができるけど、放射能は
どこにあるのか、分からない。雪は春になれば溶けてなく
なるけど、放射能は永遠になくならない…」。2012年大
雪の朝、除雪作業から戻ってきた息子の言葉です。
2011年3月11日に東京電力福島第一原子力発電所で
起きた大事故により、夥しい放射性物質が拡散し、風に
乗って舞い上がり、雨や雪によって大地や河川、町 を々
汚染しました。放射性物質には県境など関係ありません
から、もはや福島県だけの問題ではないことは、みなさん
ご承知のことでしょう。
　「見えないものに目を注ぐ」は、婚約の記念として夫に
贈った聖書に書き記すほど、私の大好きな聖句でした。
「でした」と過去形に変わったのは、「目に見えない」放
射能を常に意識しなければならない闘いが、あの時から
始まったからです。さらに、「目に見えない」相手は他にも
存在しました。原発事故直後から始まった｢安心･安全
キャンペーン｣は、それを信じる人と信じられない人との
間に深い分断を生み出しました。住民の抗議にも拘わら
ず、｢復興｣のうねりの中、避難勧奨地点は解除され、住
民帰還が促されています。｢原発事故を過小評価し、再
稼働を目論む存在｣は、その力をますます強めています。
　今日も原発事故サイトでは、作業員約6000人が困難
を極める廃炉対策に従事しています。私には、ただその

人々の健康が守られるように祈ることしかできません。県
内外の子どもや住民の健康被害も大きな懸念のひとつ
です。どちらを向いても厳しい状況が続いているので
す。ある脱原発運動リーダーは、「この時代はかなり危
機的だよね」と、私の耳元でつぶやきました。
　キリスト者には、イエス・キリストの復活による希望が与
えられていますが、原発事故以降、その希望が私の心
の奥底に潜む絶望感を溶かしてしまうことはないので
す。怒りが絶望感を増幅させていきます。原発建設阻止
の意識が薄く、事故を防ぐことができなかった自分自身
への怒りと、避難者・被災者・当事者たちの悲しみと苦悩
を無視し続ける権力への怒りです。今振り返ると、相容
れることのない「希望」と「絶望・怒り・苦悩」を抱え込ん
でいる3年であったとの思いを強くすると同時に、イエス・
キリストも混沌とした時代に生まれたことに、神を省みな
い社会であったからこそイエス・キリストがこの世に遣わ
されたことに気づくのです。
　原発事故から4年目を迎えます。今後、私たちは、見え
ない何に目を注いでいくのでしょうか。イエス・キリストが
誰と共にどのように生き抜いたのかを、常に自分に問い
ながら生きる者でありたいと願っています。

（大学経済学部教授　橋本清一）
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本部宗教センター相模原分室淺見 真人

　みなさんは、J.S.バッハ（Johann Sebastian Bach）
という名前を聞いて、どういうイメージをお持ちでしょう
か。初等部や中等部のお友達の中には、ついこのあ
いだ音楽の授業で習ったり、バッハのCDを聴いたりし
た人もいるかもしれません。
　わたしにとって最初のバッハの思い出は、小学校の
とき、あの薄暗い、入るのがためらわれるような、そんな
音楽室での出会いにさかのぼります。音楽室の壁の
高い位置に偉大な作曲家の肖像画がいくつも並んで
いて、その中に「音楽の父」と習ったバッハもいたわけ
です。いかめしく怒ったような顔をした、地毛かカツラ
かわからない長髪のおじさんで、今のポップなミュージ
シャンとは真逆な雰囲気の人でした。他の肖像画も同
じで、音楽室全体が醸し出す重苦しさに耐えられず、
幼心に音楽室イヤだ、行きたくない、そんな気分になっ
ていました。音楽室自体好きになれなかったわけです
から、わたしにとってバッハとの出会いはつまり、音楽
は嫌いだ、といった最悪の状況での出会いだったの
です。（今は音楽室は明るいのでしょうか。）
　そんなわたしが前任者から引き継ぎ、バッハの演奏
では世界屈指の団体と言われるバッハ・コレギウム・
ジャパン（BCJ）に関わって11年。このことは、自分がク
リスチャンになったことと同じくらい驚くべきことかもし
れません。大学でグリーン・ハーモニー合唱団に所属
するなど、音楽への思いがそれなりに変化していった
ことは確かですが、事務職員としてBCJレクチャーコン
サート担当になった当時は、昔のまま、少なくともバッハ
に対する知識はほとんどないに等しく、戸惑いを覚え
たことを思い出します。まして、BCJ音楽監督の鈴木
雅明先生は、風貌だけを取り上げれば、それはそれ

は威厳があっていかつい感じで、あのバッハとダブっ
て見えたことは言うまでもありません。でもコンサートの
ための会場設営のあいだ、本番に向けたリハーサル
や鈴木先生の声を耳にするにつれ、古楽器と合唱が
奏でるバッハとバロックの世界の魅力、その雰囲気の
暖かさに、今まで知らなかったバッハに対して、なぜか
自然に親しみを感じはじめている自分がそこにいたの
です。今では毎年、都内で開催されるバッハ・セミナー
に参加するようになってしまいました。
　青山学院大学におけるBCJレクチャーコンサートは
授業の特別講座として学生や教職員は言うまでもな
く、短大生や高中部の生徒、校友をはじめとした一般
の方々からも広く支持され、長く続いてきました。キリス
ト教に初めて触れる学生たちに鈴木先生の興味深
いお話と演奏をとおして、バッハが語ろうとしたキリスト
教音楽に親しんでもらいたい、という強い思いがそこ
にはあります。しかしそれ以上に、鈴木先生のお人柄
と音楽に対する真摯な思いや熱い情熱と、なによりも
先生の深いキリスト教信仰という基盤が、このコン
サートを一層魅力あふれるものにしていることは論を
俟ちません。まだ聴いたことがないという方、ぜひ一
度、この魅力を体験していただきたいと、わたしは心よ
り願っています。

バッハ・コレギウム・ジャパン
との出会い
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青山学院大学 青山スタンダード科目
「キリスト教理解関連科目」特別講座

バッハ・コレギウム・ジャパン
レクチャーコンサート
2015年6月5日（金）18：30開演（予定）
会場　青山学院講堂
J.S.バッハ　教会カンタータより

ある兵士の祈り

（渡辺和子訳）

　昨年の11月15日（土）、国内外から約1500人の関係者が
青山学院講堂に集まり、学院創立140周年記念式典が挙行
されました。記念式典および記念事業の報告については、
『青山学報』第250号に詳しく綴られていますので、そちらを
お読みください。ここでは昨年の9月27日から10月25日まで、5
回にわたって開催された「特別公開講座／青山学院の礎
石を築いた人々」についてご報告させて頂きます。
　この公開講座では、青山学院の源流となる3つの学校（女
子小学校、耕教学舎、美會神学校）を建てた3人の宣教師
たち、およびその協力者である2人の人々の貴い働きについ
て、詳しく感動的なお話がなされました。

　第1回目は梅津順一先生（院長・大
学総合文化政策学部教授）により、「ロ
バート・S・マクレイ宣教師―中国伝道を
中心に」という題で講演が行われまし
た。マクレイ宣教師（以降、マクレイ博士
とお呼びする）はメソジスト監督教会の

日本伝道の父とも呼ぶべき存在です。マクレイ博士は日本上
陸以前、中国の福建省の省都である福州で、20年以上にわ
たって伝道に従事されました。中国の近代化、文明化のた
めにはキリスト教精神が重要であることを確信し、福音伝道
に勤しみ励まれたのです。この貴重な経験を基に、日本伝道
は推進されました。しかし梅津院長のお話によると、1959年
に青山学院から刊行された小冊子『マクレイ博士伝』以外
には、まとまった研究が見受けられないとのことです。そこで
梅津院長は夏休みの期間、実際に中国の福州へ赴かれ、
現地調査を行われました。マクレイ博士の最初の伝道地で
あった福州に建てられた天安堂教会を始め、現在も存立し
ている教会や神学院など、数々の写真をスクリーンに映し出
しながら、興味深いお話をしてくださいました。伝道と共に、
近代国家の建設を視野に入れた初代青山学院院長ロバー
ト・マクレイ博士の夢は、第二代院長の本多庸一先生へと受
け継がれます。中国伝道と日本伝道の類似点や相違点な
ど、様 な々ことを考えさせられる講演でした。

　続いて第2回目は「ドーラ・E・スクーン
メーカー―青山学院の歴史を拓いた
宣教師―愛と奉仕に生きる」という題
で、吉岡康子先生（女子短期大学宗教
主任・現代教養学科准教授）によって
講演がなされました。スクーンメーカー

宣教師は8歳の時に、最愛の妹ルイーザを亡くしています。
その頃、日曜学校に通う子どもたち、特に少女たちの間でベ
ストセラーとなっていた『ハリエット・ニューエルの生涯と著作』
（アメリカ日曜学校連盟から出版）を読んで感銘を受け、将
来は宣教師になりたいとの志を母親に告げています。19歳
で公立学校の教師になりますが、3年後にメソジスト監督教
会が日本伝道を開始すると、彼女は婦人海外伝道局に宣
教師志願を提出しました。その翌年、23歳の時にサンフラン
シスコを出港して横浜に到着。わずか2週間後には女子小
学校を設立し、青山学院の礎石を築いています。日本滞在
は5年間でしたが、計り知ることのできない大きな影響を人々
に与えています。アメリカに帰国した直後、海岸女学校（女
子小学校の後身）の校舎が火災で焼失すると、直ちに再建
募金活動に奔走しています。そして83歳で死去するまで、婦
人海外伝道局のメンバーとして活動を続けました。講演の
最後に吉岡先生は、スクーンメーカー宣教師からのたすき
は、「共に生きる」という点で短大のシオン寮に、「奉仕に生き
る」という点で東日本大震災の被災地支援活動に受け継が
れている、と言明されました。

　第3回目は「ジュリアス・ソーパー―
青山学院の人格教育の礎」という題
で、デビッド・W・リーディー先生（学院宣
教師・大学理工学部教授）が講演され
ました。リーディー先生は数年前、ドゥ
ルー大学にあるアーカイヴ・センターを

訪れましたが、その時に得た資料や写真などをスクリーンに
映しながらお話をしてくださいました。ソーパー宣教師はドゥ
ルー神学校で学ばれましたが、そこでジョン・キャロル・デヴィ
ソンと出会います。このデヴィソンと共に宣教師として日本に
派遣されますが、ソーパー宣教師はデヴィソン宣教師の妹
であるメアリーと結婚しています。日本におけるソーパー宣
教師の働きを支えたのは津田仙であり、津田家で行われた
バイブルクラスを通して、多くの受洗者が与えられました。津
田夫妻を始め、12人の子どもたち、後には古川正雄、榎本
武揚などもソーパー宣教師から洗礼を受けています。1878
年に耕教学舎を設立しましたが、彼が育てた教育者の中
には、同志社の校長を務めた小崎弘道も含まれています。
優れた人格者で、多くの人 を々キリスト教信仰へと導きまし
た。ソーパー宣教師の働きを記念して、数年前にソーパー
プログラムが立ち上がりました。これは将来、キリスト教学校

教育に携わることを希望している学生たちに、より深くキ
リスト教について学んでもらうために立ち上げられたプロ
グラムです。

　第4回目は「津田仙―青山学院の
知られざる“創立者”」という題で、嶋
田順好先生（宮城学院 学院長、前青
山学院宗教部長）が講演されました。
　津田仙は、ソーパー宣教師の働き
を支えたのと同様に、スクーンメーカー

宣教師をも助け、女子小学校の校主となり、行政的な手続
きを始め、学校の土地や建物、生徒を集める等、縁の下の
力持ちとして尽力しました。津田はオーストリア・ウィーン万
国博覧会に政府使節団として派遣された際、聖書が多く
の言語に翻訳されている事実に驚き、キリスト教への関心
を呼び起こされます。帰国後、夫婦揃ってソーパー宣教師
から洗礼を受け、メソジスト監督教会最初の日本人信徒と
なりました。その後、日本で最初の農学校である学農社農
学校を設立したり、普連土学園の創立にも協力する等、8
つの学校の創設に関わっています。津田仙は1908年、横
須賀線の三等車の車中で亡くなりますが、「官職に就かず
平民として生きることを望んだ津田に相応しい最期」と嶋
田先生は言明されました。

　最終回の第5回目は「ジョン・F・ガ
ウチャー―近年において忘れられた
青山学院の創立者」という題で、
シュー土戸ポール先生（学院宗教
部長・大学文学部准教授）が講演さ
れました。ガウチャー牧師は早くから

日本に大学を設立するヴィジョンを持っており、マクレイ博
士と共に計画を立てました。土地の購入を始め、教員の
給料や奨学金のための寄付をされ、青山学院への全体
の寄付は、当時の金額で5万ドル以上とのことでした。ガ
ウチャー牧師を記念して、2001年にはガウチャー記念礼
拝堂（Goucher Memorial Hall）が建てられました。青
山学院が現在こうしてある背後には、ガウチャー牧師を
始め、先人たちの多大なる貢献があることを改めて教え
られました。
　5回にわたって行われた講義は、いずれも良く準備され
た素晴らしい内容のものばかりでした。昨年、青山学院は
創立140周年を迎えましたが、神様の力強い導きはもちろ
んのこと、宣教師を始め、多くの人々の祈りと働きがあった
ことを再確認することができました。先人たちの働きに感謝
すると共に、私たちも学院にどのような貢献をすることがで
きるか、自問自答することが求められていると感じました。

大きなことを成し遂げるために
力を与えてほしいと神に求めたのに、
謙遜を学ぶように弱いものとされた。
より偉大なことができるように健康を求めたのに、
よりよいことができるようにと病気を戴いた。
幸せになろうとして富を求めたのに、
賢明であるようにと貧しさを授かった。
世の中の人々の賞賛を得ようとして
成功を求めたのに、
神を求め続けるようにと弱さを授かった。
人生を享楽しようとあらゆるものを求めたのに、
あらゆることを喜べるようにと命を授かった。
求めたものは一つとして与えられなかったが、
願いはすべて聞き届けられた。
神の意に添わぬものであるにも拘わらず、
心の中の言い表せない祈りは
すべて叶えられた。
私はあらゆる人の中で最も豊かに
祝福されたのだ。

ニューヨーク市イースト・リバー沿い、34番街に
あるニューヨーク州立大学病院物理療法リハビ
リテーション研究所の受付の壁にある、南部連
合（アメリカ南北戦争における南軍）の無名兵士
の詩。病院の病室に残されていたものという。

第一礼拝

第二礼拝

教会学校 

青年会

ぐれ～ぷの会（婦人会）

祈祷会

母と子のふれあい教室

集会のご案内

日曜 AM10：15～11：45

日曜 PM4：00～5：30

子供は大人と一緒に礼拝後、分級の時間を
持ちます。

毎月第１日曜 PM2：30～4：00

毎月第２日曜 第一礼拝後

水曜 AM7：00～、AM10：30～、PM7：30～

火曜 AM10：30～12：30

〒190-0011 東京都立川市高松町3-30-24
TEL 042-522-4363 
ＪＲ立川駅から　徒歩１０分
多摩モノレール立川北駅から徒歩８分

1961年福島県生まれ。1985年、夫である片岡謁也牧師の日本基督教団若松
栄町教会着任のため故郷会津若松へ。子どもは息子4人と長男の妻。2005年
九条の会･西栄町学習会を結成。「自分のことばで平和を語る」をモットーに月例
学習会やピースウォークや講演会などを企画。2011年3月15日から2週間、義
弟宅（三重県鈴鹿市）に四男、妹親子と避難。会津若松に戻り、放射能から子ど
ものいのちを守る会・会津（5月）と会津放射能情報センター（7月）を設立し、代
表となる。著書『今、いのちを守る』（日本基督教団出版局）ほか多数。

特別公開講座／青山学院の礎石を築いた人々

大学宗教主任髙砂 民宣
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高等部PS講堂

3/19　 13：30～14：30
青山学院講堂

伊豆天城山荘

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

説教　山元 克之（高等部聖書科）

説教　吉岡 康子（女子短期大学宗教主任）

卒業礼拝

4/  2 女子短期大学礼拝堂 他

キリスト教学校教育同盟校
推薦入学生他歓迎会

4/  3 10：00～11：00
青山学院講堂

12：35～
13:20

始業礼拝

月5/25　 12：35～13:05

3/27　
宗教活動委員会
オリエンテーションキャンプ

5/11 ,13水,15金

,28土

チャペル・ウィーク

ペンテコステ礼拝

3/11
フィリピン訪問プログラム

卒業礼拝
3/25

キリスト教推薦入学生
オリエンテーション

20

9:00～
ガウチャー記念礼拝堂

12:40～, 15:40～
ガウチャー記念礼拝堂

4/  1 9:00～
ガウチャー記念礼拝堂他

キリスト教概論 Ⅰ
オリエンテーション
4/  2 4

13

29

新入生歓迎礼拝

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル

〈青　山〉
〈相模原〉

ガウチャー記念礼拝堂
ウェスレー・チャペル
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チャペル・ウィーク
5/25 金

わかりやすく、楽しく聖書が学べます。
（宗教主任担当）

いずれの集会も自由に参加できます。

聖書に親しむ会

文学、自然科学、社会問題、音楽
などをキリスト教信仰との関わりに
おいて語り合い、考え合います。
（宗教委員、クリスチャン教員と
　　　　　　　　宗教主任担当）

キリスト教文化に親しむ会

4/  3
教職員新学年度礼拝

17：00 ～
ガウチャー記念礼拝堂
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ガウチャー記念
礼拝堂他

水3/25
卒業記念パイプオルガンコンサート
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大学宗教主任

ヨハネによる福音書　第21章 15～19節永遠の大牧者であるイエス・キリストのもとで
　かつて最後の晩餐の席上で、主イエスはペト
ロに次のように言われました。「わたしの行く所
に、あなたは今ついて来ることはできないが、後
でついて来ることになる」（ヨハネ13：36）。すると
ペトロは、「主よ、なぜ今ついて行けないのです
か。あなたのためなら命を捨てます」と豪語した
のでした。しかし、いざ主イエスが捕えられ、ここ
一番という時になると、ペトロは自分が弟子であ
ることを三度も否認してしまうのです。
　その後、主イエスは御自分が予告されたとお
り、十字架に掛けられ殺されます。しかし、かつて
の約束どおり、三日目に死人のうちより甦り、弟子
たちの前に現われてくださるのです。そしてご自
分を裏切った弟子たちと共に、再び食事をされま
した。それによって主イエスは、弟子たちを赦して
くださったのです。

　復活された主イエスは、ご自分を三度知らな
いと否認したペトロの罪を帳消しにするかのよう
に、三度も「私を愛しているか」とお尋ねになりま
す。繰り返し三度も問われたペトロは、心を痛め
ました。彼は一度目と二度目に、「はい、主よ、わた
しがあなたを愛していることは、あなたがご存知
です」と言いました。しかし三度目には、「主よ、あ

なたは何もかもご存じです」（17節）と付け加えて
います。ペトロは既に、自分自身よりも己のことを
知っておられる主イエスに、一切を委ねていま
す。思い上がりや自信といったものがすべて粉々
に打ち砕かれ、ただひたすら主に寄り頼む謙虚
なペトロの姿がここにあります。
　復活された主イエスは、悔い改めたペトロに、
人 を々導き、世話をするよう、お命じになります。こ

れは驚くべきことです。主イエスはペトロを赦すだ
けでなく、牧会という重大な任務を彼に委ねてお
られるのです。
　主イエスは一度目と三度目に、「わたしの羊を
飼いなさい」と言われました（15、17節）。しかし二
度目には、「わたしの羊の世話をしなさい」と言っ
ておられます（16節）。新約聖書の原典はコイ
ネー・ギリシア語で書かれていますが、「飼う（ボス
コー）」という語には、餌を与えるという意味が含
まれています。牧者には、御言葉という命の糧を、
人々に与える使命があるということです。一方、
「世話をする（ポイマイノー）」には、「治める」とい
う意味が含まれています。このように、主イエスが
「飼う」と「世話をする」という二つの言葉を使い
分けられたのは、牧会という業が、多様な要素を
含んでいることを示すためでした。命の糧である
御言葉を分け与えると共に、教会という信仰共同
体を治める、導くということです。

　復活の主イエスは、神の羊の群れを牧するよ
う、ペトロにお命じになりました。その御命令に続
いて、主イエスは謎めいた言葉を語られます。
「はっきり言っておく。あなたは、若いときは、自分
で帯を締めて、行きたいところへ行っていた。し
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　卒業を目前に控え、
青山学院での学びの
時がどんなに大切なも
のであったかを実感し
ています。
　私は幼稚園から青
山学院で学び、この15
年間の学校生活を振
り返ってみるとあっという間でしたが、これまでの歩み
を神様がいつも守ってくださっていたことに、心から
感謝しています。「だから、人にしてもらいたいと思う
ことは何でも、あなたがたも人にしなさい」（マタイ7：
12）という聖句を、幼稚園の頃、先生に聖書のお話
で教えていただいてハッとしたことを覚えています。
人に何かをしてもらうことが当たり前のように思って
いた幼い自分が、漠然と人に何かをしていくことへの
目覚めを感じたことを覚えています。
　幼稚園から高等部まで、それぞれの学びの中で
出会う事ができた数々のかけがえのない友人たちか
ら、沢山の愛を与えられてきました。高等部で出会っ
たクラスメイトは個性豊かな人ばかりでしたが、クラス
にはお互いの個性を大切にし、どんな人でも受け入
れる雰囲気をいつも感じていました。そのような温か
いクラスメイトや友人に囲まれて学校生活を送って
いくうちに、他の人を受け入れるという姿勢がまだ自
分は十分にできていないことに気づき反省しました。
このように省みたことは、自分の個性を受け入れてく
れる人がいたことが私にとって喜びであり、その喜び
を他の人にも与えていきたいという気持ちに繋がり、
幼い頃に出会った御言葉の意味を深く理解できたよ
うな気がします。
　私たちが生きているこの世界は、グローバル化が
進む一方で、貧困や環境破壊など見過ごしてはなら
ない様々な問題が山積しています。これらの解決策
を見いだしていく根本の姿勢として、私たちはまず他
人が抱えている問題を自分のものの様に捉えていく
ことが求められているのではないでしょうか。高等部
を卒業し、新たな学びにふれる中で、これまで与えら
れてきた愛に感謝しつつ、自らも他者に愛をもって、
世界中の一人一人の希望が満ちていくような社会を
築けるように願っています。

　「わたしたちは見
えるものではなく、見
えないものに目を注
ぎます。見えるものは
過ぎ去りますが、見え
ないものは永遠に存
続するからです。」
（Ⅱコリント ４：18）
　中等部に入学してからもう３年が経ち、卒業を
迎えようとしています。入学式から始まり、学年旅
行、運動会、中等部祭、クリスマス礼拝など毎年
多くの行事がありました。それら全ての行事にお
いていかなる時も「礼拝」が行われてきました。入
学して初めての礼拝の時、オルガンの前奏から始
まり、讃美歌、聖書朗読、祈祷、頌栄、後奏で終わ
りという流れの礼拝を、これから毎日15分間してい
くのだと驚いたことを今でも覚えています。
　3年間、毎日礼拝を行ってきた今では、入学当
初わからなかったことや驚いていたことが当たり
前のようになっています。そんな礼拝を始めから
終わりまで支えるオルガンの音色が、僕は好きで
す。オルガンで弾かれる前奏を聴くと心が落ち着
き、礼拝を始めるための心の準備をすることがで
きます。礼拝はたった15分と短い時間ですが、聖
書朗読の際、読まれる聖書箇所やそれに伴う先
生方のお話から様 な々教訓などを学ぶことができ
る時間です。
　冒頭で紹介した聖句は中等部に入学して初め
ての聖書のテストで暗記をした聖句で、その時以
来とても印象的で心に残っています。「見えないも
のは永遠に存続する」という部分の見えないもの
というのは、礼拝を通して神様と会話することでは
ないかと思います。神様と会話するとは、実際に
会話するということではなく、聖書を通していろい
ろな教えにふれたり、学んだり、お祈りするというこ
とです。
　これから、困難に直面することがあっても、中等
部の礼拝の時間に学んだ「永遠に存続する見え
ないもの」に助けられて、乗り越えていきたいと思
います。中等部を卒業してからも、礼拝の時間を
大切にしていきたいです。

幼稚園保護者会会長
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　小さな娘の手を
握り共に幼稚園に
通う日も、あとわず
かになりました。振
り返ると笑顔輝く
子どもたちの愛お
しい思い出がよみ
がえります。
　40名の園児たちは、幼稚園の３年間を通じてたく
さんの愛に包まれて過ごしました。神様の豊かな愛
と見守りをいつも感じながら、好きな遊びに出会い、
友だちに出会い、心も身体もたくましく成長しました。
先生方はいつも一人一人の声に耳を傾けられ、愛を
もって丸ごとその存在を受け入れて下さり、それぞれ
が神様から与えられている賜物を存分に発揮できる
ようにと、子どもたちを信じ見守って下さいました。
　祈り方を知らなかった年少組のはじめに「小さい
お手 を々組み合わせ、こうしてお祈りいたしましょう」
と歌に合わせて手を組んでいた子どもたちは、毎日
の祈りを重ねていくうちに、一日の終わりに感謝する
こと、仲間のために祈ることを身につけていきました。
昨年６月に退任された山北園長先生とのお別れの
とき、年長組の男の子が、「かみさま　どうぞ　やまき
たせんせいを　これからもずっと　まもっていてくだ
さい。」とお祈りしました。その素直で純粋な祈りの言
葉に、心を洗われる思いがしたのは決して私だけで
はないと思います。
　私の娘も、入園当初泣きながら先生に連れられて
保育室に入って行ったのがうそのように、半年も経た
ないうちに私を振り返りもせずに夢中になってお友
達と遊ぶようになりました。年中組になるとお友達と
大声で喧嘩が出来るようになり、年長組になると自分
より小さい組のお友達のお世話が大好きになりまし
た。成長させて頂いた娘と共に卒園させて頂くの
は、私も一人の母親として万感の思いです。
　人には皆、神様から与えられた役割があります。
３年間大切に育んで頂いたそれぞれの賜物を、こ
れからの歩みの中で子どもたちがさらに磨き輝か
せ、地の塩、世の光としてその役割を果たして行っ
てくれることを、心から祈りつつ見守って行きたいと
思います。
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　去年の女子スポーツク
ラブの合宿の時でした。
合宿がきらいな私は、行き
のバスから泣いてしまい
ました。不安でさみしくな
ったそんな時、今の六年
生のお姉さんがすぐそばに来てくれて、なぐさめてく
れました。とても心がほっとしました。心があたたかく
なりました。
　今でも学校内で会うと、「もえか～」と笑顔で声を
かけてくれます。それがとてもうれしいです。私もお
姉さんみたいに、泣いていたり、さみしくなっていたり
する下級生をみつけたら、ぜったいに同じ事をして
あげたいと思いました。
　私が笑顔にしてもらったみたいに、下級生を笑顔
にしてあげたいです。

初等部6年
五十嵐 結奈日

々 
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　六年間の初等部生活の
中で、私は神様を信じ、とな
り人を思いやる心を毎日実
感しています。
　初等部生は、様々な行
事で上級生として下級生
に優しく教えながら、人への
思いやりを身につけます。また、礼拝や日々 の祈りを通し
て神様を大切に思う心を養います。私は小さいころから
教会に通っていて、そこで私が大切に思ってきた事と初
等部生としての学びが同じなので、安心して毎日を過ご
すことができました。
　宗教の授業では、命をかけてまで信仰を守り通した
人々のことを学びました。私は授業を通して、キリスト教
の教えの大切さを、人としての正しい生き方を改めて知
ることができました。
　私はまだそこまで強い信仰を持てていません。でも、
青山学院に通う者として、これからも神様と人を思い、
日々 の祈りを大切に成長したいと思います。　　

女子短期大学 現代教養学科2年

半田 若菜卒
業
に
あ
た
っ
て

　卒業後、私は
地元就職をし、福
祉の道に進みま
す。入学前には
考えてもいない職
でした。この２年
間が私の考え方
を大きく変えてく
れました。この仕事に出会ったきっかけは、キリ
スト教の学びです。病気の人を癒すイエス様は
その病気を治すどころか元気まで与え、心身と
もに回復させます。キリスト教との出会いを通し
て、‘ひとのために’何かできないか考えるように
なり、福祉の道を選びました。私はハンドベル部
の活動を通してキリスト教に触れました。東北
被災地支援ボランティアに参加したり、教会訪
問をしたりして共生、感謝、助け合いの精神を
学びました。活動中は目の前のことに一つ一つ
取り組み続けただけですが、それが結果とし
て、こんなにも自分を変えています。振り返ると自
分にとって大きな2年間だったのだと思います。
　短大生活で一番苦労したのは就職活動で
す。一昨年まで高校生だった自分に何ができ
るのか、活動中はずっと自問自答を繰り返して
いましたが、とうとう夏休みに行き詰りました。こ
のまま決まらなかったらどうなるのか、一年後
どうしているのか不安でした。散々考えた末、
これは神様が自分に与えてくださった時間な
のだ、将来についてよく考えなさいと言われて
いるのだと思いました。すると気が楽になり、活
動を続けられました。じっくり自分と向き合うこ
と、時には人を頼ることが大切なのだと実感し
ました。また、人と関わる中で発見できる見方
があることを知りました。そして、信頼できる友
達に恵まれていたと思います。学校にも寮にも
話を聞いてくれる友達がいました。社会人にな
り、壁にぶつかることはあると思いますが、自分
を変えるチャンスだと思い、神様が与えてくれ
た機会だと感謝し、成長していきたいです。感
謝の心をいつも忘れずに、来年度からも頑張
ります。

大学経済学部4年

山崎 真聖信
仰
の
継
承
の
た
め
に

 「大学生のクリスチャ
ンは、神様のために何
ができますか？」
もしこのような問いをさ
れたなら、私はこう答
えます。
 「信仰の継承の役割
を担うことができます。」
　継承とはどのような意味でしょうか ？ 継承とは、先
代の人の身分・仕事・財産などを受け継ぐことを意味
しますが、現代の混沌とした変化の多い社会では、
何事も継承していくことは難しく思えます。まして、信
仰という見えないものを継承することは、とても難しい
ことです。遺伝で継承できるものでもなければ、親が
信じているものを子どもが疑問もなしに信じるとは考
えにくいからです。そして信仰とは、神様から与えられ
るものであり、他者へ無理強いするようなものでもあり
ません。だからこそ、信仰の継承は難しいのです。
　私は信仰を継承し、また“大学生活で”信仰が継
承されていく様子を見てきました。だからこそ思うの
です。“信仰の継承は重要である”と。
　「多くの証人の面前でわたしから聞いたことを、ほ
かの人々にも教えることのできる忠実な人たちにゆ
だねなさい。（IIテモテ2 : 2）」
　このように聖書は私たちに、信仰によって周囲にも
語るように言います。大学生はその信仰の継承を、
社会に出る前にできる絶好の機会です。大学生は
最後の青春時代であり、さまざまな人と出会い、話
す機会がある、“変わるチャンス”の時期なのです。
　だからこそクリスチャンのみなさん、クリスチャンで
あることに誇りを持ち、学生時代に出会った人に神
様の話をしてみてください。あなたの一言で神様に
繋がる人が“必ず”います。私もみなさんより先に社
会という戦いの場で、世に負けないように証に生き
て行きます！
　神様なんて興味ない、と思った皆さん ！ これを読
んだあなたにも、信仰は継承されようとしています。こ
の私の文章を最後まで読んで下さったのです。あな
たも信仰のファミリーに参加しませんか？ まずはGo 
to church !　その一歩があなたをきっと変えます ！
God bless you !

かし、年をとると、両手を伸ばして、他の人に帯を
締められ、行きたくないところへ連れて行かれ
る」（18節）。主イエスはここで、将来起こるペトロ
の殉教の死を予告されます。古代教会の人々
は、特に「両手を伸ばして」（18節）という表現を、
十字架上の殉教を意味していると解釈しまし
た。ペトロが十字架について殉教したということ
は、三世紀に著された教父テルトゥリアヌスの文
書に出てきますが、聖書には直接書かれていま
せん。しかし、この箇所をその証拠と見なす人た
ちもいます。
　ともかく、ペトロは殉教によって神の栄光を現す
者となるのです。先ほども触れたように、かつて主
イエスは、「わたしの行く所に、あなたは今ついて
来ることはできないが、後でついて来ることにな
る」と予告されました。ペトロが想像もしなかった
仕方で、この予告は実現するのです。主イエスが
捕えられた時、主を見捨てて逃げてしまったペト
ロでしたが、彼が将来、殉教の死を自ら進んで遂
げる者となることを、主は既に知っておられたの
です。

　同じ『ヨハネによる福音書』の10章には、主イエ
スこそ永遠の大牧者であることが、譬えを通して

髙砂 民宣

特集

牧会という大切な任務

人間が想像もしない仕方で

一人の人間の魂のために

分かり易く述べられています。主イエスはここで、
御自分を羊飼いに譬えて言われます。「わたしは
良い羊飼いである。良い羊飼いは羊のために命
を捨てる」（10：11）。絶体絶命の大ピンチの時、良
い羊飼いは自分の命を投げ出しても羊たちを守
る、というのです。狼や猛獣が羊たちに襲いか
かって来る時、良き羊飼いは体を張って羊を守る
のです。この姿は、主イエスの十字架を指し示し
ています。ご自分の命を犠牲にしてまでも、私たち
を愛し、私たちの身代わりとなって十字架にか
かってくださった主イエス。ここに神の愛（アガ
ペー）があります。私たちはこの大いなる愛を頂
いた者として、互いに愛し合い、仕え合う者となる
のです。
　「牧会」とはドイツ語でゼールゾルゲ、すなわち
「魂への配慮」とも訳されます。一人の人間の魂
のために心を注ぐ配慮、それは21世紀の現代社
会において、いよいよ重要な課題となって来たと
言えるでしょう。『牧会学』の著者であるトゥルンア
イゼンは、魂への配慮の担い手は牧師だけでは
なく、教会に生きる全てのキリスト者の課題であ
る、と述べています。このことは、私たちの学院に
おいても当てはまることです。永遠の大牧者であ
るイエス・キリストのもとに、私たちは互いに魂へ
の配慮を行なう群れでありたいと祈り願います。
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